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平成２９年度　財政状況報告　[平成３０年３月３１日現在 ]

一般会計

※歳入その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入等です。

※歳出その他は、議会費、労働費、商工費、災害復旧費等です。

※前年度予算からの繰越分 2億 7,391 万円を含む額です。

歳 入 歳 出

※表示未満について四捨五入していますので、合計額が一致しない場合があります。

区分 予算現額 収入済額 執行率

地方交付税 32 億 1,697 万円 32 億 3,940 万円 100.7%

町債 12 億 8,962 万円 2億 5,863 万円 20.1%

国庫支出金 6億　　67 万円 5億 4,696 万円 91.1%

町税 5億 4,796 万円 5億 7,471 万円 104.9%

繰入金 5億 3,730 万円 0万円 0.0%

県支出金 3億 9,138 万円 3億 4,329 万円 87.7%

繰越金 2億 6,930 万円 2億 7,002 万円 100.3%
地方譲与税等 1億 7,962 万円 1億 8,713 万円 104.2%

その他 2億 9,512 万円 2億 5,800 万円 87.4%

合計 73 億 2,794 万円 56 億 7,814 万円 77.5%

区分 予算現額 収入済額 執行率

民生費 16 億 6,574 万円 12 億 6,541 万円 76.0%

総務費 13 億 3,149 万円 10 億 9,102 万円 81.9%

土木費 9億 1,546 万円 3億 9,620 万円 43.3%

公債費 8億 6,960 万円 8億 5,050 万円 97.8%

教育費 7億 9,039 万円 5億 6,207 万円 71.1%

衛生費 7億 7,563 万円 7億 3,643 万円 94.9%
農林水産業費 4億 6,747 万円 3億　469 万円 76.7%

消防費 2億 5,559 万円 2億 1,785 万円 85.2%

その他 2億 5,657 万円 1億 9,438 万円 75.8%

合計 73 億 2,794 万円 56 億 1,855 万円 76.7%

特別会計 歳 入 歳 出

会計名 予算現額 収入済額 執行率

興学資金基金 1,500 万円 474 万円 31.6%

国民健康保険事業 9億 1,931 万円 7億 5,735 万円 82.4%

後期高齢者医療保険事業 9,643 万円 8,831 万円 91.6%

介護保険事業 11 億　504 万円 8億 3,619 万円 75.7%

小水力発電事業 6,685 万円 6,195 万円 92.7%

下水道事業 2億 2,073 万円 5,908 万円 26.8%

農業集落排水事業 6,940 万円 1,030 万円 14.8%

合計 24 億 9,276 万円 18 億 1,792 万円 72.9%

予算現額 支出済額 執行率

1,500 万円 918 万円 61.2%

9 億 1,931 万円 8億　195 万円 87.2%

9,643 万円 9,278 万円 96.2%

11 億　504 万円 9億 7,915 万円 88.6%

6,685 万円 1,162 万円 17.4%

2 億 2,073 万円 1億 9,308 万円 87.5%

6,940 万円 5,368 万円 77.3%

24 億 9,276 万円 21 億 4,144 万円 85.9%

基金（貯金）

基金名 3月末現在高

財政調整基金 12 億 6,770 万円

減債基金 5 億　922 万円

ふるさと創生基金 2億 6,857 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

まちづくり基金 12 億 5,490 万円

地域福祉基金 2億 8,587 万円

人材育成基金 5,046 万円

ふるさと

応援基金

子どもとおとしより 659 万円

資源と環境 325 万円

文化 559 万円

土地開発基金 1 億　499 万円

特別会計

興学資金 4,736 万円

小水力発電事業基金 3,571 万円

国民健康保険事業基金 4,811 万円

介護給付費準備基金 7,436 万円

合計 39 億 6,379 万円

町債 (借金）

事業債名 3月末現在高

一般会計事業債 70 億 6,535 万円

うち過疎債 28 億 6,776 万円

下水道事業債 19 億 9,201 万円

農業集落排水事業債 4億 4,212 万円

水道事業債 15 億 1,385 万円

合計 110 億 1,333 万円

一時借入金

企業会計

会計名 予算現額 収入済額 執行率

水道事業 3億 4,221 万円 3億 2,057 万円 93.7%

予算現額 支出済額 執行率

3億 8,707 万円 3億 5,438 万円 91.6%

事業債名 3月末現在高

一般会計 9億円

水道事業 －

収益的及び資本的収入 収益的及び資本的支出

吉賀町財政状況の公表に関する条例に基づき、平成３０年３月３１日現在の財政状況をお知らせします。

お知らせ
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吉賀町防災行政無線について

　災害発生時または災害が発生する恐れがある時などに、必要な緊急情報（気象警報や避難勧告など）を

広く町民へ迅速・確実に伝達する必要があります。本町においては、合併前の旧柿木村地域（アナログ）・

旧六日市町地域（デジタル）ごとのシステムを連携させ、情報伝達を行っています。

　吉賀町防災行政無線は、機器の老朽化による故障や不調が増加傾向にあります。緊急放送等へ影響はご

ざいませんが、親局設備の故障により一部放送と録音再生機能が停止しています。また、無線通信規則の

改正に伴う、更新が必須とされています。そこで、吉賀町全域を対象に防災行政無線の全面整備を行います。

　平成３１年度から平成３３年度にかけて整備を行っていきます。整備期間中は、併用運用を行いますの

で、防災行政無線の停止期間はございません。しかし、現在一部放送が停止になっているものにつきまし

ては、平成３４年度まで停止とさせていただきますが、整備完了後より復旧となります。町民の皆様には

大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

放送が停止になっているもの

対象地区 停止内容

旧六日市地区 １１：３０　町歌

平成３３年度整備完了後復旧予定
旧柿木地区 １２：００　町歌

旧柿木地区 １８：００　チャイム

吉賀町全域 毎月１５日　防災・防火の日

録音再生機能停止について

録音再生機能は、７７‐３５５５に電話することで録音再生機能を利用できます。

現在、親局設備の故障により、Ｊアラート放送及び火災放送のみの録音再生となっております。

吉賀町防災行政無線整備スケジュール（予定）

地域 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度

吉賀町全域
基本設計

実施設計
設備更新 運用開始

問い合わせ先

吉賀町役場総務課　☎０８５６-７７-１１１１

吉賀町と日本郵便株式会社吉賀町内の郵便局との包括的連携に関する協定

　６月２９日（金）吉賀町役場にて、吉賀町内の郵便局との包括的連携に関する協定書が締結され

ました。

　協定の目的は、郵便局が持つ地域の拠点機能や従来から持つノウハウやネットワーク、地元住民

との繋がりを活かし、また、郵便局と町双方の資源を有効に活用した協働活動を推進し、安心・安

全な暮らしの実現をはじめとする住民

サービスの向上を図ることです。

　今後郵便局と町双方が協定で定める地

域や暮らしの安心・安全及び災害対策に

関することなど、５つの連携項目の具体

的な取組みについて、協議を行うことと

しています。
協定に調印する狩山局長（左）

と岩本町長（右）

協定後、記念撮影

お知らせ
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お知らせ

吉賀町上下水道コラム

下水道・農業集落排水の使用料金について

　一般家庭の下水道使用料・農業集落排水使用料は人頭制になっています。１か月の使用料金

は、基本料金１，５００円に１人あたり５００円を加えた額になります。５人以上は基本料金１，

５００円に一律２，５００円を加えた額になります。

　一般家庭において人数に変更が生じた場合には下水道使用状況変更届・農業集落排水使用状況

変更届を提出してくださいますようよろしくお願いいたします。

例　３人家族　基本料金１，５００円＋３人×５００円＝３，０００円

　　６人家族　基本料金１，５００円＋２，５００円＝４，０００円

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６-７９-２２１２

一般家庭

　営業所での１ヶ月の下水道使用料金・農業集落排水使用料は、基本料金８００円に上水使用水

量（１２０円／㎥）を加えた額になります。

例　営業所　上水使用料　１５㎥の場合

　　基本料金８００円＋１５㎥×１２０円＝３，３００円

営業所

吉賀町水道事業からのお知らせ

　平成３０年６月２８日に六日市小学校、蔵木小学

校の４年生が六日市浄水場の施設見学を行いまし

た。気温も高くむし暑い中、熱心に話しを聞き、初

めて見る施設に興味津々でした。「水の消毒はどやっているか？」「水はどうやって運んでいるの

か？」など様々な質問が飛び交い楽しく学んでいました。

水道の緊急工事に伴う断水について

　水道本管破裂などの突発的な事故により緊急に断水を行う場合があります。また、復旧工事に

よる工事騒音や濁り水などでご迷惑をお掛けすることがありますが、ご理解とご協力をお願いい

たします。
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お知らせ

日本赤十字社よりお知らせ

　平成３０年度　日本赤十字社　活動資金（会費）へのご協力ありがと

うございました。

　日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金により支え

られています。

　吉賀町において今年５月の「赤十字運動月間」に活動資金の募集を実

施したところ、町民の皆様から１，２５２，９００円の活動資金が寄せら

れ、日本赤十字社へ送金することができました。ご協力いただき、あり

がとうございました。

　日本赤十字社は、「苦しんでいる人を救いたい」という思いをかたち

動を行います。これからも人間の命と健康を

守る活動を続けていくために、活動資金への

ご協力をよろしくお願いします。

赤十字講習会等のご案内

　　万一の事故・急病に備え、また自治会 ･町内会等での防災活動に役立てていただけるよう日赤島

根県支部では、各種講習を行っています。皆さまの街で「出前講座」を行いますので、お気軽にお

問い合わせください。

防災セミナー

身近なものを使った災害時のお役立ち技術

非常食の炊き出し

傷病者の搬送方法

非常持出品

避難所生活　など

救急法

怪我の手当て

心肺蘇生の方法

ＡＥＤの使い方　など

水上安全法

水の事故防止

溺れた人の救助

応急手当の方法　など

健康生活支援講習

健康な高齢者をめざして

車椅子への移動、食事、排泄等の介護の方法

災害時の高齢者支援　など

幼児安全法

子どもに起こりやすい事故の予防と手当

子どもの病気と看護

災害時の乳幼児支援　など

詳細は日本赤十字社島根県支部ホームページをご覧ください。

問い合わせ先

日本赤十字社島根県支部　事業推進課　☎０８５２－２１－４２３７

にして事業を展開しています。ご寄付は支援活動・救助活動に必要な物資の準備に使われ、寄付を

してくださった方の代わりに日赤の職員が「いのちを救う」「せいかつを支える」「ひとを育む」活

※自治会、町内会、防災組織等での開催には指導員派遣料等の経費はかかりません。
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お知らせ

みんなの人権コーナー

ひとは、生まれながらにして

　　　　　『基本的人権』を憲法によって保障されています。

いのちの大切さについて
　　　　花を育てることにより学びます！

　児童・生徒のみなさんに「人権の花運動」に取り組んでもらう

ため、６月１８日から６月２７日の間に、人権擁護委員の河
こうの

野

緑
みどり

さん、齋
さいとう

藤美
みちよ

千代さん、田
たばら

原和
かずゆき

之さん、寺
てらど

戸孝
たかおみ

臣さんが町内全

ての小中学校を訪問し、花の苗やプランターなどを手渡しました。

　「人権の花運動」は、花という小さな命を協力して育てることで、

「いのちの大切さ」について考え、「相手への思いやり」をはぐぐ

んでもらいたいと、毎年取り組んでいる運動です。

　今年も、子どもたちの笑顔のような、素敵な花が育ってほしい

と願っています。

七日市小学校 六日市中学校 六日市小学校

吉賀中学校 朝倉小学校 柿木中学校

柿木小学校 蔵木中学校 蔵木小学校
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第６８回社会を明るくする運動　街頭広報活動

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防

止と、あやまちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な

地域社会を築くための全国的な運動であり、毎年７月を強化月間

として運動を展開しています。また、７月は「青少年の非行・被

害防止全国強調月間」にも定められています。

　吉賀町では、７月２日に役場本庁舎ロビーにおいて、内閣総理

大臣メッセージ及び島根県知事、島根県警察本部長、島根県教育

委員会教育長からのメッセージが朗読され、吉賀町推進委員会委

員長の岩本町長へ伝達されました。

　その後、保護司の皆さんや更生保護女性会の皆さん、津和野警

察署、その他関係者の方が、町内３箇所で、住民の皆さんへ明る

い地域づくりへの呼びかけを行いました。

　この運動をきっかけに、人と人とがつながって笑顔が広がる地

域になってほしいと思います。 街頭で呼びかけを行う様子

『犯罪や非行を防止し、

　　　　　　立ち直りを支える地域のチカラ。』

保護司代表鶴永さんからメッセージ伝達

民生委員・児童委員の活動

　５月１２日（土）民生委員・児童委員の日を初日として１８日（金）までの活動強化週間におけ

る活動として、訪問活動に取り組みました。『民生委員・児童委員の日』は、大正６年５月１２日

に岡山県済世顧問制度設置規程が公布されたことに由来するもので、昭和５２年に全国民生委員児

童委員協議会（当時）が、毎年５月１２日とすることを定めました。

　また、児童福祉週間（５月５日（土）～５月１１日（金））における活動として、オレンジリボ

ンを着用し、児童虐待防止の普及啓発に取り組みました。子どもの健やかな育ちを願い、子どもた

ちの明るい未来を守るためにも、児童虐待は絶対に防がれなければなりません。

『支えあう、住みよい社会、地域から』

　地域を見守り、地域の身近な相談相手として、また、関係機関への「つなぎ役」として、引き続

き民生委員・児童委員活動に取り組んでいきます。

訪問活動をしている様子オレンジリボン

お知らせ
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５．３１世界禁煙デー　キャンペーン

　５月３１日は、ＷＨＯ（世界保健機構）が≪喫煙しないことが一般的な社会習慣になること≫を

めざして『世界禁煙デー』に定めています。国内でも厚生労働省や都道府県を中心に５月３１日か

ら６月６日の１週間を禁煙週間としてポスターの掲示等様々な啓発活動を展開します。ちなみに

３０年度のテーマは「望まない受動喫煙をなくそう！」です。

　今年度は、益田圏域健康長寿しまね推進会議と共催で朝倉の有限会社宗正建設へ赴き健康教室を

開催しました。内容は、吉賀町の健康アンケートから喫煙や飲酒に関する実態の報告や、益田保健

所中永保健師による喫煙と受動喫煙による身体への影響についての講話、さらには、吉賀町健康づ

くり推進協議会会長寺戸達志さんからは、父親の病気をきっかけに禁煙を始めた体験を語り、充実

した内容の教室でした。宗正建設は「健康宣言事業所」に登録されて社員の健康づくりに積極的に

取り組まれている事業所です。当日は社長を始め社員の皆さんが全員参加されて大変熱心に聞いて

おられました。講話を聞いた後、社員のみなさんからは「喫煙者の衣服や喫煙場所の壁からも有害

物質による受動喫煙の害があることがわかった」「電子たばこも有害であることがわかった」等の

感想が出ていました。

吉賀町健康づくり推進協議会　酒・たばこ・心の健康部会活動

※わが事業所でも是非禁煙教室を！と希望さ

れる場合は、吉賀町役場保健福祉課までご連

絡ください。

陰陽選抜神楽競演大会運営終了について

　夏の風物詩として親しまれた陰陽選抜神楽競演大会ですが、集客数が年々減少という大変厳しい

状況が続いており、ここ数年に至っては赤字経営となっておりました。

　大会運営について、創意工夫ある様々な改革・改善を幾年に渡り行い、集客数増加に向けて努力

してまいりましたが、残念ながら根本的な解決には至らず、また、スタッフの人員不足等の様々な

要因が重なり、青年部での大会運営は困難な状況であると判断しました。

　急なことではございますが、昨年度の第４２回を持ちまして、当青年部での大会運営を終了させ

ていただくこととなりましたので、謹んでお知らせいたします。

　現在、青年部ではこのような要因を解決し、大会運営を開催できる有志による団体（第三者団体）

へ運営を移行するよう検討しております。

　大会を楽しみにしておられた方々、ご愛顧を賜りました皆様に深くお詫びを申し上げますと共に、

何卒ご理解とご了承を賜りますようお願い申し上げます。

問い合わせ先

吉賀町商工会　☎０８５６-７７-１２５５

お知らせ

問い合わせ先

吉賀町保健福祉課　☎０８５６-７７-１１６５
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お知らせ

既設通学路におけるブロック塀の安全点検について

　吉賀町教育委員会では、吉賀町通学路安全推進会議を設置し、児童生徒が安全に通学できるよう

に、点検を通じて通学路の安全確保を図っています。（この実施状況は、吉賀町ホームページで確

認することができます。）

　このたび吉賀町通学路安全推進会議では、平成３０年６月１８日の大阪府北部を震源とする地震

によるブロック塀の倒壊被害を受け、学校における既設のブロック塀の安全点検に取り組んでいる

ところですが、通学路沿いでの既存のブロック塀につきましては、児童・生徒の安全確保のために、

所有者、管理者の皆様のご理解とご協力が必要であると考えています。つきましては、既存のブロッ

ク塀がある場合は、所有者、管理者の皆様により次のとおり安全点検を実施していただき、不適合

なものがございましたら、安全対策を講じていただきますようよろしくお願いします。

不正ガソリン１１０番

こんなときには、すぐお電話ください！

◎ガソリンを給油してから、車の調子がおかしい

　例：エンジンがかかりにくくなった

　　　走行中、ノッキングするようになった

◎ガソリンの給油時に、変なニオイがした

問い合わせ先

広島国税局　☎０１２０‐２８３‐１１０

問い合わせ先

吉賀町教育委員会　☎０８５６-７７-１２８５
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お知らせ

象牙在庫把握キャンペーン



グラントワ
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子
育
て
世
代

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

吉
賀
高
校
は
、
県
内
唯
一
の
１
学
年
40

人
定
員
の
極
小
規
模
高
校
で
す
。
今
年

度
は
、
全
校
生
徒
１
０
０
名
の
在
籍
で
、

「
小
さ
な
学
校
で
大
き
な
夢
を
」
を
高
校

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

吉
賀
高
校
の
特
色
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ク
ラ
ス
別
の
少
人
数
学

習
や
個
別
の
学
習
指
導
を
行
い
、
生
徒
の

学
習
支
援
を
手
厚
く
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
相
談
・
支
援
に
は
、
教
員
が
中

心
に
な
っ
て
親
身
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
次
の
地
域
創
造
コ
ー
ス
を
選
択
し

た
生
徒
は
、
環
境
の
学
習
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ
環
境

チ
ー
ム
と
し
て
、
吉
賀
町
の
自
然
を
生
か

し
た
学
習
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
職

楽
し
い
子
育
て

吉
賀
高
校
の
特
色

ん
の
表
情
が
現
れ
て
き
て
、
驚
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
目
と
目
を

合
わ
せ
る
こ
と
は
子
育
て
の
基
本
中
の
基

本
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
さ
ん

と
も
、
目
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
「
な
か
な
か
目
が
合
わ
な
い

な
ぁ
」
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、「
に

ら
め
っ
こ
遊
び
」
が
お
勧
め
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
に
ら
め
っ
こ
遊
び
で
親
が

勝
つ
秘
訣
を
ご
存
知
で
す
か
？
そ
れ
は
、

子
ど
も
さ
ん
と
の
日
常
の
顔
が
笑
顔
で
あ

る
こ
と
で
す
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

る
の
に
、
に
ら
め
っ
こ
の
時
だ
け
ま
じ
め

な
顔
を
す
る
の
で
、
子
ど
も
は
笑
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

い
つ
も
優
し
く
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
の

に
、
子
ど
も
に
大
切
な
事
を
教
え
る
時
だ

け
、
ま
じ
め
な
顔
を
す
る
と
、
子
ど
も
が

し
っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
く
れ
る
の
と
、

同
じ
理
屈
で
す
。

　

今
月
号
は
、
遊
び
道
具
が
い
ら
な
い
遊

業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と
な
る

能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

し
て
、
地
域
課
題
解
決
型
学
習
（
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
）
を
３
年
間
か

け
て
実
施
し
、
全
校
生
徒
が
地
域
ク
ラ
ブ

員
と
し
て
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
県

外
生
徒
２
名
の
受
け
入
れ
を
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
30
年
度
に
は
県
外
町
外
生
徒
約

吉
賀
高
校
支
援
室

　
　

＆
ぴ
よ
ぴ
よ
コ
ラ
ボ

　
　
　
　
　

８
・
９
月
号

35
名
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
地
元
出
身
生
徒

と
県
外
町
外
生
徒
と

の
交
流
も
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
は
、
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
お
も
ち
ゃ
や

ゲ
ー
ム
の
用
意
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す

か
？
子
ど
も
さ
ん
が
お
ら
れ
な
い
ご
家
庭

で
も
、
お
客
様
が
い
ら
し
た
時
に
、
麻
雀

や
ト
ラ
ン
プ
、
ウ
ノ
な
ど
で
一
緒
に
遊
ん

で
親
睦
を
深
め
る
ご
経
験
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

（1）
お
う
ち
で
遊
ぼ
う

　

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
と
一
緒

に
遊
ぶ
道
具
を
そ
ろ
え
て
お
く
こ
と
は
、

楽
し
い
育
児
の
始
め
の
一
歩
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
家
の
中
で
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
経
験
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
温
か

な
思
い
出
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

し
、
人
と
い
る
楽
し
さ
、
豊
か
さ
を
知
っ

て
い
る
人
の
近
く
に
は
、
笑
い
声
が
絶
え

ず
、
交
友
関
係
で
も
、
学
業
で
も
仕
事
の

上
で
も
一
生
の
土
台
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
の
よ

う
な
物
を
用
意
し
た
ら
い
い
の
か
と
、
疑

問
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

少
し
ず
つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

び
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
目
を
し
っ
か
り
と
合

わ
せ
る
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
は
、
何
も
見
え
な
い
と
思
っ
た

ら
大
間
違
い
。
な
ん
と
二
つ
の
丸
、
つ
ま

り
目
だ
け
は
し
っ
か
り
と
見
え
る
能
力
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

見
つ
め
あ
う
こ
と
が
最
初
の
親
子
遊
び
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

大
人
が
心
の
中
で
、
「
か
わ
い
い
な
ぁ

～
」
と
思
い
な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん
と
目
と
目

を
し
っ
か
り
合
わ
せ
る
と
、
不
思
議
な
こ

と
に
無
表
情
な
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
た
く
さ

び
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
来

月
も
子
ど
も
と
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
に
つ
い

て
記
事
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム

　

ぴ
よ
ぴ
よ
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
行

事
、
取
り
組
み
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
相
談
や
質
問
も
含
め
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ

ぴ
よ
（
吉
賀
町
役
場
保
健
福
祉
課
内
）

M
a
i
l

：k
o
s
o
d
a
t
e
@
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p
  

☎ 

７
７
‐
１
１
６
５ 

担
当
者
：
森
田

『
子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム
』
と
、

　
　
　
　
　
　

『
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』

（2）
保
育
っ
て
な
ぁ
に
？

　
　
　
　
　
　

保
育
所
っ
て
な
ぁ
に
？

　

保
育
や
保
育
所
運
営
の
基
本
的
ル
ー
ル

は
、
保
育
所
保
育
指
針
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
針
は
、
厚
生
労

働
大
臣
に
よ
っ
て
告
示
（
こ
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う
意
味
）
さ
れ
て

い
て
、
い
ま
の
時
代
に
即
し
た
保
育
の
指

針
が
提
示
さ
れ
て
い
て
、
保
育
所
、
保
育

士
は
指
針
に
従
っ
て
保
育
を
す
る
よ
う
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

保
育
所
は
、
塾
や
幼
児
教
室
で
は
な

く
、
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

家
庭
と
同
じ
よ
う
に
信
頼
す
る
人
に
愛
さ

れ
、
心
身
を
守
ら
れ
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
場
所
で
す
。
そ
し
て
、
保
育
士
は
、
そ

の
子
が
そ
の
子
ら
し
く
成
長
し
て
い
く
過

程
を
支
援
す
る
専
門
家
な
の
で
す
。

『お友達とみんなでおだんご
をつくったよ』（朝倉保育所）

『子育て交流サロンのお友達と
遊んだよ』（かきのき保育所）

『おやつ時間に、「はい、どう
ぞ～」』（子育て交流サロン）

『六日市中学校文化委員さ
んが読み語りに来てくれた
よ』（六日市保育所）

『六日市中学校文化委員さんが
読み語りに来てくれたよ』（六
日市保育所放課後児童クラブ）

『お砂場で遊ぼう！』（七光
保育所放課後児童クラブ）

『放課後サクラマス教室で、か
しわもちを教えてもらったよ』
（朝倉放課後児童クラブ）

『親子歯の健康教室で、大
切な歯のお話を聞いたよ』
（七光保育所）

『袋いっぱい！自分で梅の実
とったよ！』（木部谷保育所）

　

一
枚
の
布
を
使
っ
て
母
も
子
も
心
地
よ

い
抱
っ
こ
や
お
ん
ぶ
を
練
習
す
る
会
を
、

５
月
31
日
（
木
）
、
七
日
市
シ
エ
ス
タ
で

行
い
ま
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
お
ん
ぶ
紐
や
兵
児
帯
、
さ

ら
し
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
プ
は
ベ
ビ
ー
ウ
ェ
ア

リ
ン
グ(

赤
ち
ゃ
ん
を
身
に
ま
と
う
）
と

呼
ば
れ
、
写
真
の
よ
う
に
バ
ッ
ク
ル
式
の

子
育
て
お
助
け
グ
ッ
ズ

　
　

～
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
プ
の
ご
紹
介
～

抱
っ
こ
紐
よ
り
も
高
い
位
置
で
安
定
し
、

密
着
し
て
抱
っ
こ
や
お
ん
ぶ
が
で
き
ま

す
。

　

子
ど
も
の
発
達
の
面
だ
け
で
な
く
、
親

の
体
の
負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
便

利
な
道
具
で
、
抱
っ
こ
や
お
ん
ぶ
が
嬉
し

く
な
り
ま
す
。
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
プ
は
、
災
害

時
に
も
役
立
つ
巻
き
方
で
す
が
、
初
め
は

少
し
巻
き
方
の
練
習
が
必
要
で
す
の
で
、

シ
エ
ス
タ
で
不
定
期
に
練
習
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
６
組
の
親
子
が
集
ま
っ
て

下
さ
り
、
「
わ
ぁ
軽
く
感
じ
る
～
」
「 

子

ど
も
の
顔
が
近
い
ね
～
」「
ま
だ
首
が
座
っ

て
い
な
い
の
に
、
自
分
の
両
手
が
あ
く
な

ん
て
！
」と
喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
プ
体
験
会
は
不
定
期
開
催
の

た
め
、ご
興
味
の
あ
る
方
は
『
ぴ
よ
ぴ
よ
』

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『みんなで、おだんごを
作ったよ』（双葉保育所）

『盛り上がったね！ぴよぴよ
開所 1周年』（食育フェア）
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第３回食育フェア
　６月２３日土曜日に吉賀町福祉センターで第３回食育フェアが開催されました。

　この催しは、吉賀町全体で取り組んでいる食育活動に対する理解や関心を深める

ことを目的に開催され、今年で３回目となります。地域の乳幼児から小学生までの

子どもとその保護者らおよそ１５０人が来場されました。

　今年も講師に「けいあい保育園　園長　辻　広明先生」をお招きし、「体話で育

てる心とからだ」と題して、親子で体を動かし遊びました。辻先生の親子遊びも今

回で３回目となり、体を使ったダイナミックな遊びの他に、子育てのポイントとし

て正しい生活習慣やメディアとのつきあい方についてもお話いただきました。

食中毒を予防しよう！

保健福祉だより

　５月末から、全国で腸管出血性大腸菌（Ｏ -１５７）による食中毒が報告されています。

　食中毒を起こす細菌やウイルスには多くの種類があり 1年を通して起こりますが、特に高温多

湿の環境である夏季に多く起こりやすく注意が必要です。『食中毒予防のための３原則』を守り、

食中毒を予防しましょう。

①つけない！

・調理前、食事前、トイレの後は必ず流水で手を洗う　・調理器具も十分洗浄する

・野菜等を生で食べるときにはよく洗う　・肉や魚の汁が、野菜など生で食べるものに付か

ないようにする　・箸の使い分けをする（●肉と野菜を扱う箸を分ける●焼肉をする際の生

肉に触れる箸と食べる箸を分ける　など）

～調理者・器具は清潔に～

②増やさない！

食品冷蔵庫で低温保管し、早めに調理する

（冷凍・冷蔵しても菌は死滅しませんが、増殖を抑えることができます）

～時間と温度の管理が重要～

③やっつける！

ほとんどの菌は熱に弱いため、中心部までしっかり加熱（75℃以上・1分以上）する

調理器具は洗剤でよく洗い、熱湯をかけて消毒する

～加熱と消毒～

＊腹痛や下痢・血便等の症状がある場合は、早めに医療機関を受診してください。

　また、調理することは控えるようにしましょう。

　親子遊びの後は、“工作遊びやまめつかみゲーム、おにぎり・みそ汁・納豆和えの試食等”の食と

遊びに関する１０の体験コーナーが出展され、どのコーナーも親子の笑顔でにぎわっていました。今

　来場者からは、「こどもたちだけでなく、大

人も笑顔になれてとても楽しかった」「食育に

関するいろいろなゲームや工作遊び、試食など

どれもとてもおもしろく楽しく参加できた」と

いう声がきかれ、食育について学び、親子でゆっ

くり過ごせるよい１日になったようでした。

年は、お父さんやお母さんにも健康に関心をもっていただこうと血圧測定や禁

煙についてのコーナーも設けました。
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６
月
19
日
に
吉

賀
高
校
で
『
環
境

×

食

育

フ

ェ

ア

２
０
１
８
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、

高
校
で
行
っ
て
い
た

環
境
の
取
組
と
町
が
行
っ
て
い
た
食
育
の

取
組
を
併
せ
て
開
催
し
て
い
る
フ
ェ
ア

で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

吉
賀
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

保
育
園
・
小
・
中
学
校
・
高
校
と
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
学
習
や
取
組
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
民
間

団
体
に
お
い
て
も
、
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
機
食
材
を
は
じ
め
と
す
る
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
も
息
の
長
い
取
組
を
行
っ

て
お
り
、
食
育
フ
ェ
ア
も
今
回
で
16
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
小
学
校
２
校
、
中
学

校
１
校
、
高
校
、
各
校
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
、
計
２
０
０
名
近
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
×
食
育
フ
ェ
ア

　
　

２
０
１
８
in
吉
高
開
催
！

第
16
回
食
育
フ
ェ
ア

　

第
１
部
は
、
映
画
「
０
円
キ
ッ
チ
ン
」

の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、

植
物
油
で
走
れ
る
よ
う
に
自
ら
改
造
し
た

車
に
、
ゴ
ミ
箱
で
作
っ
た
特
製
キ
ッ
チ
ン

を
取
り
付
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
５
カ
国
の

旅
に
出
る
と
い
う
物
語
で
す
。
「
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
食
材
を
救
い
出
し
、
お
い
し

い
料
理
に
変
身
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
ダ
ー

ヴ
ィ
ド
の
お
い
し
く
明
る
い
「
食
」
の
旅

路
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
食
料
廃
棄
の
問

題
は
、
今
や
全
世
界
で
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
自
分
達
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
映
画
上
映
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 映

画『
０
円
キ
ッ
チ
ン
』

第１部

監
督
・
出
演
：

　
　
　

ダ
ー
ヴ
ィ
ド
・
グ
ロ
ス

　

第
２
部
は
、
町
内
の
６
つ
の
団
体
に
よ

る
環
境
と
食
の
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー

ス
に
分
か
れ
、
五
感
を
使
っ
て
、
環
境
や

食
に
つ
い
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
冷
蔵
庫
に
あ
る
食
材
を
使
っ
た
お
む

す
び
や
野
菜
ス
ー
プ
の
試
食
、
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
っ
た
石
鹸
等
の
紹
介
、
吉
賀
高
校
の
畑

で
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
料
理
の
試
食
、

高
津
川
に
生
息
す
る
魚
の
展
示
、
食
の
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
木
工
作
品
や
有
機
茶
の

紹
介
と
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が

楽
し
め
る
内
容
の
ブ
ー
ス
に
な
り
ま
し

た
。 「

み
て
・
か
ん
じ
て
・
あ
じ
わ
っ
て
」

　
　
　

環
境
と
食
の
ブ
ー
ス

第２部
ブース協力団体

○吉賀高等学校（環境授業）

○柿木地域婦人会

○草の庭有機農業塾

○学校栄養士部会

○食生活改善推進協議会

○吉賀町役場産業課

たくさんの参加者、協力団体

の皆さんのおかげで、フェア

を盛大に行うことができまし

た。ありがとうございました。

・食べ物を全て食べきることは予想以上に

難しいと知りました。普段から食べ物を残

さず食べ切りたいと思います。

・改めて食の大切さについて考えることが

できました。好き嫌いが多いのでこれから

食べ物を粗末にせず、大切にしていきたい

です。

・捨てられたものを料理しておいしくいた

だくことが、環境にも優しく人を笑顔にで

きると感じた。

第１部　参加者の感想

・吉賀町の中で、いろいろな活動を行われていることがわかりました。レシ

ピをもらったので、お家で作ってみたいと思いました。

・吉賀町の人が環境を守るためにいろいろなことをしているとことが分かり

ました。自分も今まで以上に環境を守る活動をしたいと思いました。

・自分達が環境の授業で釣った魚が展示され、小学生がとても興味を持って

見てくれていたので、とてもうれしかった。

・自分の地域の自然の豊かさや大切さを認識させてもらった。どれもとても

おいしく五感で感じられる内容であったと思う。

第２部　参加者の感想

吉賀高校支援



吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

今
年
度
も
「
し
ま
ね
留
学
合
同
説
明

会
」
が
、
大
阪
・
東
京
・
名
古
屋
・
福
岡

の
全
国
４
ヶ
所
で
６
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
生
徒
募
集
を
行
っ

て
い
る
全
国
の
公
立
高
校
と
も
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
「
超
え
て
、
行
こ
う
。
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
参
加
し
た
高
校
は
、
全
国
か

ら
18
校
、
島
根
県
か
ら
16
校
。
来
場
者
は
、

４
会
場
を
合
わ
せ
て
、
約
１
，
６
０
０
名

を
超
え
、
公
立
高
校
の
新
た
な
選
択
の
形

が
、
全
国
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

吉
賀
高
等
学
校
の
ブ
ー
ス
に
も
、
４
会

場
を
合
わ
せ
る
と
70
組
近
い
生
徒
・
保
護

者
の
方
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
と
比
べ
る
と
２
．
５
倍
以
上
の
来

場
者
数
で
す
。
生
徒
募
集
を
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

年
々
、
吉
賀
高
校
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ

さ
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。

　

吉
賀
高
校
の
一
番
の
ウ
リ
は
、
極
少
人

数
の
高
校
で
あ
る
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
み
ら
い
留
学
＆

　
　
　
　
　
　
　

し
ま
ね
留
学
合
同
説
明
会

東京会場の様子（6/24）

「
丁
寧
な
個
別
指
導
」
「
先
生
や
友
達
と
の

深
い
関
係
」
「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
」
と

い
っ
た
高
校
の
良
さ
や
「
昨
年
度
開
設

し
た
交
流
セ
ン
タ
ー
」
「
格
安
で
個
別
の

指
導
が
充
実
し
て
い
る
公
設
塾
」
「
ま
ち

の
人
の
強
力
な
支
援
」
と
い
っ
た
吉
賀
町

の
よ
さ
を
高
校
と
役
場
の
担
当
者
で
し
っ

か
り
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
７
月
末
に
は
、
県
外
・
町
外
生
徒
を

対
象
に
し
た
吉
賀
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
生
徒
・
保

護
者
さ
ん
に
実
際
に
吉
賀
町
に
来
て
い
た

だ
き
、
よ
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

吉
賀
高
校
支
援
室
で
は
、
来
年
度
か
ら

の
町
外
・
県
外
生
徒
の
受
入
と
し
て
、
新

た
に
下
宿
登
録
制
度

を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
折

込
の
ち
ら
し
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

向
け
て
、
吉
賀
町
の
良
さ
を
親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
感
じ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し

た
「
親
子
de
サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー
」
の
第
１

弾
と
し
て
、
６
月
24
日
（
日
）
に
七
日
市

公
民
館
に
て
「
親
子
de
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
協
会
の
指
導

講
師
で
あ
る
大
島
功
央
さ
ん
を
招
い
て
、

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
作
り
方
を
説
明
し
て

も
ら
う
と
共
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
に
関

す
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、
自
分
で
作
っ
た
モ

デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
七
日
市
小
学
校
の
校
庭

に
て
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
青
空
の
中
を

真
っ
白
な
煙
を
吹
き
出
し
な
が
ら
50
ｍ
も

の
高
さ
ま
で
上
昇
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
と
て

も
圧
巻
で
し
た
。
そ
し
て
、
打
ち
上
げ
の

際
に
見
ら
れ
た
、
自
分
が
作
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
を
無
事
に
打
ち
上
が
る
の
か
ど
う
か
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し
、

打
ち
上
が
っ
た
と
き
の
安
堵
と
歓
喜
が
交

じ
り
合
っ
た
笑
顔
、
一
つ
ひ
と
つ
の
ロ

ケ
ッ
ト
が
無
事
に
打
ち
上
が
る
ご
と
に
参

加
者
み
ん
な
で
喜
び
自
然
に
沸
き
起
こ
る

拍
手
、
ど
れ
も
が
と
て
も
素
敵
な
光
景
で

し
た
。

『親
子
de
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
講
座
』
開
催

【
参
加
者
の
感
想
】

（
子
ど
も
）

・
こ
ん
な
に
高
く
飛
ぶ
な
ん
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

・
す
ご
く
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
飛
ば
す
の
は
１
発
で
飛
ん
で
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。
他
に
も
色
々
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
で
す
。

・
飛
ん
で
い
く
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
飛

ば
し
た
後
は
、
こ
ん
な
に
飛
ぶ
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

・
一
瞬
で
飛
ん
で
自
分
で
も
「
50
ｍ
飛
ん
だ
か
な
？
」

と
思
い
、
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

（
大
人
）

・
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
は
じ
め
は
飛
ぶ
か
心

配
で
し
た
が
・
・
・
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ん
だ
と
き
の
喜

び
は
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な

か
な
か
普
段
で
き
な
い
事
な
の
で
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

・
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半
の
体
験
講
座
で
し
た
。

普
段
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
と
一
緒
に
過
ご
す
事
が
で

き
な
い
の
で
ゆ
っ
く
り
と
子
ど
も
と
過
ご
し
な
が
ら

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

・
本
格
的
な
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
高
く
打
ち
あ
が
る
の
を

見
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
大
変
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
だ
け
で
は
な
く
、
宇
宙
の
話
な
ど

も
聞
く
事
が
で
き
、
大
人
に
と
っ
て
も
学
び
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
弾
の
親
子
de

サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー

は
、
９
月
に
予
定
し

て
い
ま
す
。
近
く
な

り
ま
し
た
ら
チ
ラ
シ

で
ご
案
内
し
ま
す
。

ぜ
ひ
親
子
等
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

広報よしか　2018 年 8 月号　№ 154　　16



　
　

吉賀町立図書館
 [ ８月のみたい号巡回 ]
　８月の巡回は、保育所とデイサービスセン
ターには行きますが、小・中学校は長期休業中
のため行きません。
[図書館の休館日 ]
・毎月曜日と祝日は休館です。
・８月１３日（月曜休館）
・８月１４～１６日（お盆休館）
［図書返却箱の設置場所について］
柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。
開館時間　９：００～１７：００　
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

秋
が
始
ま
る
節
気
。
八
月
は
、
ま
だ
ま
だ
猛

暑
が
続
く
頃
で
す
が
、
旧
暦
で
は
仲
秋
の
頃
に

あ
た
る
た
め
、
季
節
と
し
て
は
秋
に
な
り
ま
す
。

旧
暦
八
月
を
「
葉
月
」
と
呼
ぶ
の
は
、
葉
が
繁

る
と
き
と
い
う
意
味
で
は
な
く
。
葉
が
散
り
始

め
る
頃
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
稲
穂
が
張
る
月
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
張
り
月
」
が
転
じ
て｢

葉
月
」
に
な
っ
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

夜
を
賭
け
て　
　
　
　
　
　
　
　

梁
石
日

朝
が
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

解
雇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
智
彦

困
っ
て
る
ひ
と　
　
　
　
　
　
　

大
野
更
紗

い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す　
　
　

市
川
拓
司

生
き
て
行
く
私
・
・
上
下　
　
　

宇
野
千
代

お
へ
そ
に
太
陽
を　
　
　
　
　
　

山
中
恒

は
て
し
な
い
物
語　
　
　
　
　
　

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

モ
モ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を　
　

ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス

０
～
６
才
病
気
と
ホ
ー
ム
ケ
ア　

監
修
：
渋
谷
紀
子

配
色
ア
イ
デ
イ
ァ
手
帖　
　
　
　

桜
井
輝
子

　　《図書館利用状況６月》

　●貸出総数　４３９３冊

　●貸出人数　　５８８人

　●来館者数　　７８２人

《ベスト・リーダー！６月》　

　　書　　　名　　　　　著　　者　　　

「魔力の胎動」

　　　　　　　　　　　東野　圭吾　著

「メゾン刻の湯」

　　　　　　　　　　　小野美由紀　著

「　棲　月　」

　　　　　　　　　　　今野　敏　　著

「おまじない」

　　　　　　　　　　　西　加奈子　著

「　卑劣犯　」

　　　　　　　　　　　笹本　稜平　著

【
人
形
劇
公
演
の
お
知
ら
せ
】

　

今
年
も
夏
休
み
の
人
形
劇
公
演
を
行
い

ま
す
。
ほ
ほ
え
み
会
（
蔵
木
）
の
皆
さ
ん

の
楽
し
い
人
形
劇
を
ど
う
ぞ
ご
観
覧
下
さ

い
。
詳
し
く
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：
８
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
半
～

場
所
：
図
書
館
の
多
目
的
室

内
容
：
人
形
劇
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」
の

　
　
　

公
演
と
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
な
ど

【
サ
ク
ラ
マ
ス
と
ヤ
マ
メ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
な
の
絵
本
】

　

吉
賀
町
内
に
サ
ク
ラ
マ
ス
と
い
う
魚
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
大
き
い
も
の
で
体
長

50
～
60
セ
ン
チ
く
ら
い
、
体
重
約
２
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
本
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
実
は

こ
の
魚
は
、
ヤ
マ
メ
と
呼
ば
れ
る
川
魚
と

同
じ
種
類
の
魚
な
の
で
す
。
サ
ク
ラ
マ
ス

は
、
川
で
産
ま
れ
た
ヤ
マ
メ
の
一
部
が
海

へ
下
り
、
翌
年
、
故
郷
の
川
に
産
卵
の
た

め
帰
っ
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ヤ
マ

メ
は
、
体
長
20
～
30
セ
ン
チ
、
体
重
約

２
０
０
グ
ラ
ム
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
大

き
さ
も
全
く
違
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ク
ラ

マ
ス
の
オ
ス
は
他
の
サ
ケ
と
同
じ
よ
う
に

鼻
が
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
メ
は
サ
ケ

目
、
サ
ケ
科
の
魚
で
す
か
ら
、
サ
ク
ラ
マ

ス
の
体
形
や
生
態
を
聞
い
て
も
驚
か
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ヤ
マ
メ
と
よ
く
似
た
魚
の
い
わ
な
の
絵

本
も
一
緒
に
並
べ
て
み
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

（お知らせ）

夏休みの読書感想文や自由研究の本などが色々あ

りますので、どうぞご来館ください。

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
夏
の
あ
い
さ
つ
状
も
立
秋
を
過
ぎ
た
ら
「
書

中
見
舞
い
」
か
ら
「
残
暑
見
舞
い
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
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移住・定住支援

しまねＵターンＩターン相談会 in 大阪

しまねＵターンＩターン相談会 in 大阪

≪移住イベント情報≫

しまねＵターンＩターンフェア２０１８

　相談会よりも気軽に参加できるＵＩターンフェアが今年度も各会場で開催されます！

　仕事や住まいなど、暮らしに関わる相談をしたい方からちょっと島根が気になる方まで、ど

なたでも参加できますのでぜひご家族、お知り合いにお知らせください。

◇大阪会場　９月２日（日）１０：００～１６：００

　　　　　　グランフロント大阪北館地下２階　コングレコンベンションセンター

◇東京会場　１０月２０日（土）１２：００～１９：００、

　　　　　　　　　２１日（日）１０：００～１５：００　東京国際フォーラム ホールＥ

◇広島会場　２０１９年１月２７日（日）１０：００～１６：００

　　　　　　基町クレド１１階　ＮＴＴクレドホール

　６月２４日（日）に今年度最初の移住相談会が大阪で行われました。

　吉賀町ブースに６組９名の方にお越し頂き、移住への想いやご自身が目標とする暮らしなど

についてお話しを伺うことが出来ました。

移住者との意見交換会

　６月２０日（水）に移住者１７名と岩本町長による意見交換会が行われました。

　自己紹介から始まり、吉賀町に移住した理由や目標、困っていることなどについて話しまし

た。

　移住した理由では「自然の豊かさ」を評価している人が多く見られました。そのほか「農地

を確保したい」という希望を話した人には「日ごろからのご近所付き合いが大切」と先輩移住

者からアドバイスがあり、より具体的な情報交換が交わされました。意見交換会のあとには懇

親会が行われ、参加された方は有意義な時間を過ごした様子でした。一方的な支援にならない

ためにも、このような会を定期的に開催していき、支援員や相談員の仕事に役立てたいと思い

ます。

　会場全体では昨年を越え

る１５１名の来場者があ

り、島根県への移住の関心

の高さが伺えました。

このようなイベントをきっ

かけに多くの方に吉賀町を

ＰＲしていきたいと思って

います。

問い合わせ先

吉賀町企画課　☎０８５６-７７-１４３７
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今
年
の
春
、
町
長
と
し
て
初
め
て
町

内
小
中
学
校
の
卒
業
式
と
入
学
式
に
出

席
し
ま
し
た
。
自
分
は
こ
の
頃
、
ど
ん

な
子
供
だ
っ
た
の
か
、
友
達
と
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
た
の
か
な
ど
色
々
な
こ

と
を
考
え
な
が
ら
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

私
の
義
務
教
育
の
ス
タ
ー
ト
は
、
六

日
市
小
学
校
で
す
。
当
時
の
校
舎
は
、

現
在
と
は
反
対
側
の
敷
地
に
建
っ
て
お

り
、
木
造
二
階
建
て
の
重
厚
感
溢
れ
る

校
舎
で
し
た
。
実
は
、
そ
の
当
時
の
写

真
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
企
画
課
に

お
い
て
重
要
記
録
を
保
存
活
用
し
未
来

に
伝
達
す
る
事
務(

ア
ー
カ
イ
ブ
化)

を
少
し
ず
つ
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の

一
つ
に
こ
の
写
真
①
が
あ
り
ま
し
た
。

六
日
市
本
町
交
差
点
か
ら
坂
道
を
上
が

る
と
校
門
が
あ
り
、
春
に
は
満
開
の
桜

の
木
が
両
サ
イ
ド
に
あ
り
ま
し
た
。
正

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

面
玄
関
に
向
か
っ
て
左
側
が
校
長
室
、

右
側
が
職
員
室
、
こ
の
ほ
か
一
階
に
は

放
送
室
や
理
科
室
、
二
階
に
は
購
買
も

あ
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
校
舎
裏

に
は
池
が
あ
り
、
谷
沿
い
の
川
岸
に
は

大
き
な
枝
垂
れ
桜
も
あ
り
ま
し
た
。
今

で
も
そ
の
当
時
の
学
校
生
活
が
鮮
明
に

思
い
出
さ
れ
、
体
育
館
と
の
間
に
あ
っ

た
給
食
室
か
ら
漂
う
美
味
し
そ
う
な
匂

い
さ
え
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。(

自
身
の

記
憶
で
す
。)

　

ま
た
、
登
下
校
時
に
は
た
く
さ
ん
の

友
達
と
道
草
を
し
て
先
生
に
𠮟
ら
れ
た

こ
と
も
思
い
出
し
ま
し
た
。
学
校
が
終

わ
り
片
道
約
２
キ
ロ
の
道
を
ど
の
位
の

時
間
を
か
け
て
帰
宅
し
て
い
た
も
の

か
？
真
っ
直
ぐ
に
帰
る
わ
け
も
な
く
、

夏
に
は
川
に
入
っ
て
魚
を
取
っ
た
り
、

秋
に
は
柿
を
取
っ
て
み
た
り
、
何
度
、

両
親
や
祖
父
母
に
𠮟
ら
れ
た
こ
と
か
。

あ
の
頃
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
近
所
の

叔
父
さ
ん
叔
母
さ
ん
に
も
よ
く
𠮟
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
本
当
に
地
域
で
我
々
子

供
達
を
育
て
て
頂
い
た
と
い
う
実
感
が

あ
り
ま
す
。
写
真
②
は
、
私
が
通
学
し

て
い
た
頃
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
の
六
日
市
本
町
交
差
点
か
ら

役
場
方
面
に
向
け
た
通
り
で
す
。
い
た

Vol.6

岩本一巳

色
あ
せ
な
い
思
い
出

写真①(旧六日市小学校校舎)

ず
ら
を
し
て
こ
の
道
を
通
っ
た
も
の
で

す
。

　

一
枚
の
写
真
を
見
る
だ
け
で
遠
い
昔

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
か
っ

た
こ
と
、
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
際
限
な

く
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。
色
あ
せ
な

い
思
い
出
が
沢
山
詰
ま
っ
た
我
が
町

「
吉
賀
町
」
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

写真②(本町交差点から役場方面)

高
野
山
旗
全
国

　
　
　
　
　

学
童
軟
式
野
球
大
会
出
場

　

６
月
２
日
（
土
）
３
日
（
日
）
、
第
38

回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
島
根
県
予
選
大

会
が
行
わ
れ
、
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
部
が
出
場
し
第
23
回
高
野
山
旗
全
国

学
童
軟
式
野
球
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

６
月
20
日
（
水
）
に
選
手
６
名
が
役
場

へ
表
敬
訪
問
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
大お

お
た
に谷

奏そ
う羽

さ
ん
か
ら
岩
本
町
長
に
全
国
大
会
へ

の
意
気
込
み
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
町
長

か
ら
は
「
優
勝
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

全
国
大
会

は
、
７
月
27

～
31
日
、
和

歌
山
県
高
野

町
に
て
行
わ

れ
ま
す
。
七

日
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
野

球
部
の
健
闘

を
お
祈
り
し

ま
す
。

全国大会での健闘をお祈りします
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できごと・話題

テ
ニ
ス
・
県
大
会
優
勝　

中
国
大
会
へ

　

18
歳
以
下
の
全
国
大
会
に
つ
な
が
る
、

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
室
内
選
手
権
島
根

県
大
会
が
６
月
９
日
出
雲
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
14
歳
な
が
ら
岩
本
晋
之
介
さ
ん

と
河
内
優
和
さ
ん
（
吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
・

六
日
市
中
３
年
）
の
２
人
が
出
場
し
ま
し

た
。
高
校
生
が
ほ
と
ん
ど
の
大
会
で
し
た

が
２
人
と
も
臆
す
る
こ
と
な
く
戦
い
、
岩

本
晋
之
介
さ
ん
が
優
勝
し
中
国
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
前
週
に
行
わ
れ
た
島
根

県
高
校
総
体
の
１
位
２
位
を
倒
し
て
の
優

勝
で
し
た
。
河
内
く
ん
は
ベ
ス
ト
８
で
し

た
。
中
国
大
会
は
９
月
に
鳥
取
市
で
開
催

テ
ニ
ス
・
県
大
会
優
勝　

中
国
大
会
へ

　

15
歳
以
下
の
全
国
大
会
に
つ
な
が
る
、

全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
（
中
牟
田

杯
）
島
根
県
大
会
が
６
月
23-

24
日
浜
田

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
町
テ
ニ
ス

連
盟
か
ら
岩
本
晋
之
介
さ
ん
と
河
内
優
和 中国大会の活躍を期待しています

左から岩本選手・加藤選手・河内選手

さ
れ
ま
す
。

各
県
の
高
校

生
相
手
に
奮

起
し
た
い
で

す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

さ
ん
（
六
日
市
中
３
年
）
、
加
藤
那
菜
さ

ん
（
七
日
市
小
６
年
）
の
３
人
が
出
場
し

ま
し
た
。
高
校
１
年
早
生
れ
以
下
の
大
会

で
し
た
が
、
岩
本
さ
ん
が
優
勝
、
河
内
さ

ん
が
準
優
勝
を
し
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は

第
３
シ
ー
ド
選
手
（
中
２
）
に
勝
つ
と
い

う
番
狂
わ
せ
を
お
こ
し
４
位
に
入
り
、
３

名
と
も
中
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

中
国
大
会
は
８
月
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
昨
年

に
続
き
全
国

大
会
出
場
を

決
め
た
い
で

す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

　

５
月
20
日
（
日
）
島
根
県
空
手
道
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
七
日
市
小
学
校
３
年

生
の
中な

か
の野

祥し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
、

全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
（
水
）
に
役
場
へ
表
敬
訪
問

し
、
岩
本
町
長
に
全
国
大
会
へ
の
意
気
込

み
や
抱
負
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
町
長
か

ら
は
「
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
８
月
４
～
５
日
、
東
京

武
道
館
に

て
行
わ
れ

ま
す
。

　

中
野
さ

ん
の
健
闘

を
お
祈
り

し
ま
す
。

第
73
回
国
民
体
育
大
会

　
　

テ
ニ
ス
少
年
島
根
県
大
会　

優
勝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
テ
ニ
ス
少
年
島

根
県
大
会
が
７
月
７
～
８
日
松
江
市
と
出

雲
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
町
テ
ニ

ス
連
盟
か
ら
岩
本
晋
之
介
さ
ん
と
河
内
優

和
さ
ん
（
と
も
に
六
日
市
中
３
年
）
が
出

場
し
ま
し
た
。
国
体
少
年
は
高
校
３
年
以

下
の
大
会
で
す
が
、
岩
本
さ
ん
は
初
日
の

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
１
位
で
上
が
り
、

２
日
目
の
４
人
総
当
た
り
最
終
予
選
に
望

み
、
全
勝
し
「
優
勝
」
。
福
井
国
体
の
出

場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
全
国

大
会
の
福
井
国

体
は
９
月
29
日

か
ら
に
福
井
市

で
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
応

援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

紫
逅
倶
楽
部
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
教
室　

開
催

　

６
月
16
日
（
土
）
吉
賀
町
六
日
市
保
育

所
園
庭
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ス
ポ
ー

ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
な
ん
と
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
サ

ン
チ
ェ
君
』
が
登
場
！
！
園
児
は
１
か
月

前
か
ら
練

習
を
重
ね

て
き
た
サ

ン
チ
ェ
体

操
を
一
緒

に
踊
り
交
流
を
し
ま
し
た
。
ご
ん
ご
ん
じ

い
も
登
場
し
、
サ
ン
チ
ェ
と
コ
ラ
ボ
！
み

ん
な
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、
親

子
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
力
一

杯
蹴
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

社
会
人
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
紫

逅
倶
楽
部
が
子

ど
も
た
ち
に
体

を
動
か
す
楽
し

さ
を
伝
え
よ
う

と
企
画
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

優勝を飾った岩本選手（左）全国大会での健闘をお祈りします

サンチェ君、ごんごんじいと記念撮影 サンチェ君登場
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できごと・話題

平
成
30
年
度
吉
賀
町

　
　
　
　
　
　

消
防
操
法
大
会　

開
催

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
24
日
（
日
）
大

野
原
運
動
交
流
広
場
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
吉
賀
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
消
防
操
法
技
術

の
練
磨
を
図
り
、
火
災
防
御
力
の
向
上
を

目
指
す
目
的
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は
ポ
ン
プ
車
の
部
３

チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
３
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

は
５
月
初
旬
か
ら
厳
し
い
訓
練
を
積
み
重

ね
、
大
会
当
日
は
、
そ
の
成
果
を
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
の
部

で
は
第
３
分
団
（
柿
木
）
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
は
、
第
７
分
団
（
下
須
・
白
谷
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
は
、
来

る
７
月
29
日
（
日
）
雲
南
市
で
開
催
さ
れ

る
第
62
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
吉
賀

町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

町
大
会
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

優　

勝　

第
３
分
団
（
柿
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
９
点

準
優
勝　

第
２
分
団
（
七
日
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
６
点

第
３
位　

第
１
分
団
（
六
日
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
６
点

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

優　

勝　

第
７
分
団　

（
下
須
・
白
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
．
０
点

準
優
勝　

第
８
分
団　
（
木
部
谷
・
大
野
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
．
０
点

第
３
位　

第
３
分
団　

（
柿
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
．
５
点

柿
木
小
学
校
５
・
６
年
生

　
　
　
　
　
　

大
井
谷
棚
田
で
草
取
り

　

６
月
28
日
（
木
）
棚
田
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
柿
木
小
学
校
５
年
生
６
年
生
の
草
取
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
な
児
童

の
声
に
誘
わ
れ
顔
を
覗
か
せ
た
イ
モ
リ
や

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
な
ど
と
戯
れ
な
が
ら
、

賑
や
か
な
草
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
家
の
三
浦
さ
ん
、
田
村
さ
ん
に
イ
ネ

と
ヒ
エ
の
違
い
な
ど
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
草
を
引
き
ま
し
た
。

　

田
植
え
の
後
は

農
家
の
三
浦
さ

ん
、
村
上
さ
ん
に
、

大
井
谷
の
棚
田
の

暮
ら
し
や
歴
史
に

つ
い
て
参
加
児
童

が
質
問
し
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

大
井
谷
棚
田
オ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

草
取
り
・
交
流
会

　

６
月
17
日
（
日
）
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の

草
取
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
植
え

か
ら
１
か
月
が
経
ち
、
一
面
青
々
と
し
た

景
色
が
広
が
る
大
井
谷
。
こ
の
日
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
総
勢
25
名
の
オ
ー
ナ
ー
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
経
験
が
浅
い
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
は
、
イ
ネ
と
ヒ
エ
の
違
い
に
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
は
、
あ
っ
と
言
う
間
に
作
業
を

終
え
て
い
ま
し
た
。

　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
は
「
田
ん
ぼ

に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
の
ヌ
ル
っ
と
し

た
感
じ
が
気
持
ち
い
い
」
と
の
声
や
、「
除

草
し
た
後
の
田
ん
ぼ
は
キ
レ
イ
で
気
持
ち

が
良
い
」と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
す
ま
せ
た
後
は
毎
年
お
楽
し
み
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
棚
田
米
む
す
び
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
大
井
谷
で
と
れ
た
旬

の
も
の
を
囲
ん

で
、
賑
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
農
家

の
み
な
さ
ん
と

オ
ー
ナ
ー
の
み
な

さ
ん
と
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

ポンプ車優勝　第３分団（柿木）
小型ポンプ優勝　第７分団（下須・
白谷）

草取りを一生懸命行う児童

交流会の様子

草取りで汗を流すオーナーの皆さん
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第
87
回
全
日
本
自
転
車
競
技

　
　
　
　

選
手
権
大
会
で
吉
賀
茶
販
売

　

６
月
22
日
（
金
）
、
23
日
（
土
）
、
24
日
（
日
）

の
３
日
間
、
益
田
市
北
仙
道
地
区
で
開
催

さ
れ
た
第
87
回
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手

権
大
会
の
お
も
て
な
し
広
場
で
吉
賀
町
有

機
茶
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
が
吉
賀
茶

販
売
と
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
自
転
車
競
技
の
日
本
一
を
決
め
る
大
会

れ
ま
で
地
域
で
消
費
し
て
い
た
お
茶
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
高
価
格
で
外
へ
向
け
て
販

売
す
る
こ
と
で
農
家
の
収
入
を
増
し
、
有

機
茶
園
を
後
世
に
残
そ
う
と
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
有
機
茶
生
産
促
進
員
と
し
て
神
奈
川
県

よ
り
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
裏
千

家
茶
道
助
教
授
、
中
国
茶
茶
藝
師
の
上
原

美
奈
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
有
機

茶
の
栽
培
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
な
ど
吉

賀
茶
の
魅
力
の
発
信
や
、
耕
作
が
困
難
に

　

ま
た
今
年
の
吉
賀
茶
は
新
た
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
変
更
し
て
お
り
、
白
谷
神
楽
か

ら
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
涼
し
げ
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。

で
、
全
国
か
ら
多

く
の
選
手
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

気
温
が
高
く
な

り
疲
労
し
た
選
手

や
、
観
客
の
皆
様

に
吉
賀
町
茶
の
水

出
し
煎
茶
を
た
く

さ
ん
飲
ん
で
い
た
だ
き
「
と
て
も
飲
み
や

す
い
」
と
多
く
の
方
が
お
か
わ
り
に
き
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

吉よ
し
か
ち
ゃ

賀
茶
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
吉
賀
町

柿
木
村
白
谷
茶
園
団
地
の
有
機
茶
園
を
今

後
も
保
全
し
て
い
く
た
め
設
立
さ
れ
た

な
っ
た
茶
園

の
整
備
を
実

施

し

て

も

ら
っ
て
い
ま

す
。

「
吉
賀
町
有
機

茶
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
」

が
販
売
し
て
い

る
お
茶
で
、
こ

木
工
ク
ラ
フ
ト
講
演
会　

開
催

　

５
月
20
日(

日)

に
木
工
ク
ラ
フ
ト
講

演
会
が
柿
木
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
は
ア
ト
リ
エ
と
き
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
代
表(

木
地
師
・
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー)

の
時
松
辰
夫
先
生
で
す
。
大
分
県

い
！
作
り
た
い
！
』
と
思
っ
た
作
品
を
手

に
取
り
、
自
身
の
机
の
上
に
持
ち
帰
り
木

の
温
も
り
や
、
や
わ
ら
か
な
肌
触
り
を
堪

能
し
な
が
ら
時
松
先
生
の
木
工
の
お
話
を

由
布
市
湯
布
院
町

か
ら
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は

吉
賀
町
の
森
林
資

源
の
活
用
の
一
つ

と
し
て
木
工
ク
ラ

フ
ト
を
学
び
新
産
業
創
出
に
取
組
む
人
材

の
発
掘
の
た
め
産
業
課
の
主
催
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
26
名
で
手
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
が
集
ま
り
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
と
は
何

か
、
ど
の
よ
う
な
世
界
か
、
挑
戦
す
る
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
時
松
先
生
が
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
商
品
約
２
０
０
点
の
特
徴
や
作
り

方
、
手
仕
事
な
ら
で
わ
の
美
し
さ
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
作
品
の
中

か
ら
参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
『
欲
し

聞
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
作
品
は

用

の

美(

使

う

人
の
事
を
考
え

た)

、
や
わ
ら
か

な
デ
ザ
イ
ン
で
木

の
価
値
を
１
０
０

倍
か
ら
４
０
０
倍
に
高
め
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

ど
ん
な
木
で
も
商
品
に
な
ら
な
い
も
の

は
無
く
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
商
品
と
使

う
人
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
、
必
要
と

さ
れ
る
商
品
を
作
り
販
売
す
る
こ
と
で

し
っ
か
り
収
入
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
の

こ
と
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
様
は
先
生
の
話
を
聞
き
、

本
格
的
に
挑
戦
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
、
ど
う
や
っ
て
技
術
を
高
め
た
ら
良

い
か
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
会
場
は

す
ぐ
に
で
も
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
よ

う
と
い
う
活
気
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
新
産
業
創
出
に
向
け

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
が
る
活
気
溢
れ
る
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

吉賀茶を含む特産品がずらりキーンと冷えた吉賀茶

新パッケージを展開 産地活性化に向けて

講師の時松辰夫氏

木のぬくもりを感じる作品
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《
短
歌
》

春
作
の
収
穫
終
え
て
次
を
播
き

　
　

秋
の
楽
し
み
い
ろ
い
ろ
増
し
て　
　
　

川
口　

敦
子

蛍
追
ふ
子
等
の
騒
ぎ
に
暗
に
鳴
く

　
　

蛙
も
し
ば
し
声
を
し
ず
め
て　
　
　
　

佐
々
田　

登

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

前
庭
に
干
せ
る
新
茶
の
色
香
り　
　
　
　
　

河
野　

由
希

立
葵
い
ろ
数あ

ま
た多

な
る
山や

ま
が家

か
な　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

栗
の
花
雨
の
茵

し
と
ね

に
成
り
に
け
る　
　
　
　
　

大
場　

博
明

夏な
つ
わ
ら
び蕨

そ
の
先
獣
道
な
ら
む　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

家
居
し
て
事こ

と
と取

る
耳
に
夏
の
鳶　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

白し

ら

は

え

南
風
や
本
読
む
子
ら
の
う
な
じ
あ
げ　
　

村
田　

綾
美

す
べ
な
き
や
青
梅
の
落
つ
昨よ

べ夜
の
雨　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

弟
子
わ
れ
に
励
め
と
声
や
ほ
と
と
ぎ
す　
　

青
木　

道
子

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
６
月
届
出
）

　
　

角
河　

教
彦　
　

さ
ん　

55
歳　
　

九
郎
原

　
　

村
上　

洋
子　
　

さ
ん　

78
歳　
　

六
日
市

　
　

齋
藤　

民
子　
　

さ
ん　

92
歳　
　

蓼
野

　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

サ
ル
か
ら
の
作
物
守
る
知
恵
く
ら
べ　
　
　

村
上　

毅

身
を
清
め
皆
の
健
全
夏
祭　
　
　
　
　
　
　

堀　

米
喜

災
害
に
つ
ね
の
訓
練
備
あ
れ　
　
　
　
　
　

大
庭　

寛

自
転
車
も
備
え
て
い
る
が
乗
ら
れ
な
い　
　

田
村　

民
子

活
性
化
備
え
る
知
識
支
援
す
る　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

早
く
か
ら
備
え
る
癖
の
欲
し
い
今　
　
　
　

増
田
牟
奈
子

備
え
に
は
防
空
頭
巾
が
あ
り
ま
し
た　
　
　

大
場　

博
明

孫
達
に
ど
う
備
え
る
か
考
え
て　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

こ
れ
か
ら
は
心
の
備
蓄
凛
と
し
て　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

備
え
て
も
何
か
抜
け
て
る
当
日
は　
　
　
　

大
庭　

和
子

国
会
で
備
え
た
資
料
そ
り
ゃ
ほ
ん
と　
　
　

水
上　

健
二

雨
降
り
に
備
え
た
傘
が
邪
魔
と
な
る　
　
　

澤　

三
智
代

春
眠
に
備
え
て
の
昼
寝
す
る　
　
　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

備
忘
録
何
処
に
置
い
た
か
忘
れ
た
よ　
　
　

折
口　

篤
志

核
備
え
ト
ラ
ン
プ
遊
び
北
朝
鮮　
　
　
　
　

山
吹　

薫

非
常
食
備
え
て
忘
れ
て
期
限
切
れ　
　
　
　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

《
寄
稿
》

梅
雨

沖
永　

愛
子

　

待
っ
て
い
た
雨
も
梅
雨
に
入
っ
た
お
陰
で
漸
く
降
り
始

め
て
恵
み
の
雨
に
な
っ
た
、
野
菜
も
花
も
葉
っ
ぱ
を
空
に

広
げ
て
、
一
粒
で
も
多
く
の
雨
を
受
け
る
態
勢
に
な
っ
て

い
る
。
此
の
雨
も
二
、
三
日
な
ら
嬉
し
い
、
野
菜
類
も
生

き
返
っ
て
葉
茎
を
伸
し
始
め
た
、
こ
れ
が
一
週
間
も
10
日

も
続
き
出
す
と
、
今
度
は
心
配
に
な
っ
て
来
る
。
子
供
の

頃
に
良
く
聞
い
た
祖
母
の
言
葉
を
思
い
出
す
「
１
０
０
日

の
日
照
は
大
丈
夫
、
70
日
の
雨
は
青
い
物
無
し
」
と
、
梅

雨
の
長
雨
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　

最
近
は
天
気
予
報
の
お
陰
で
何
か
と
助
か
っ
て
い
ま

す
、
特
に
早
く
か
ら
の
台
風
情
報
は
、
あ
り
が
た
い
、
が
、

反
面
年
寄
り
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
心
配
期
間
が
長
い
事

に
も
な
り
、
毎
日
出
た
り
入
っ
た
り
、
と
空
を
あ
お
ぐ
、

胡
瓜
も
豆
の
垣
も
庭
木
も
野
菜
も
昨
日
縛
っ
た
上
を
又
縛

り
、
随
分
頑
丈
に
成
り
ま
し
た
。

　

早
目
に
済
ま
し
て
居
こ
う
か
な
と
買
物
に
出
掛
け
る
こ

と
に
す
る
。
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
の
、
あ
お
り
運
転
が
頭
に

浮
か
ぶ
。
身
障
＋
年
寄
り
の
車
は
気
に
成
る
と
み
え
ド
ン

ド
ン
追
い
越
し
て
ゆ
く
、
時
に
は
「
お
先
に
ご
め
ん
よ
」

と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
合
図
は
、
や
さ
し
さ
も
一
緒
に
飛
ん
で

来
る
。
そ
こ
を
曲
が
る
と
帰
り
道
、
我
が
道
気
分
で
、
ル

ン
ル
ン
ル
ン
・
・
・

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
６
月
届
出
）

　
　

村
上　

鈴
音
（
り
ん
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

龍
仁
・
理
沙
さ
ん
の
子　

福
川
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日 月 火 水 木 金 土
まちかどメッセージ募集中！ 1 2 3 4

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の四季折々の風景

を番組が放送されていない時間帯にデータ放送とともに

お送りしています。

　みなさんのお住まいの地域で放送してほしい景色・風

景などありましたらぜひサンネットにちはらまでお寄せ

ください。

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス  7月号 

6：30 
●釣り天国！石
　見 7月号

6：00
●教えて！よこや
　さん  第5回 
6：30
●NHK平和アーカ
　イブス 
　いわたくんちの
　おばあちゃん

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 7月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

5 6 7 8 9 10 11
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●隠岐★ドキ！
　あま チャンネ
　ル vol.29 
6：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第4話

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル  8月号 
6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi  7月号

6：00
●しまだいへ行こ
　う！」第4回

6：30 
●うらうらとゆく
　第34回

6：30
●NHK平和アーカ
　イブス 
　ヒロシマ   希望
　の絵

6：00
●あなたもこれ
　から山ガール

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

12 13 14 15 16 17 18
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING 
 
吉賀野外音楽フェ
スティバル 2018
【生中継】 

6：00
●ニュースサン
　ネット総集編 
　7月放送分

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  7月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　7月号 
19：50 
吉賀町ふるさと夏祭
り花火大会 
【生中継】

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス  7月号 
6：30 
●釣り天国！石
　見 7月号

19：50 
にちはら鮎まつり
花火大会【生中継】

6：00
●教えて！よこや
　さん  第5回 
6：30
●どこ行く？れき
　はく 8月号

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 8月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

19 20 21 22 23 24 25
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●隠岐★ドキ！
　あま チャンネ
　ル vol.29 
6：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第4話

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル  8月号 
6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi  7月号

6：00
●しまだいへ行こ
　う！」第4回

6：30 
●うらうらとゆく
　第34回

6：30
●NHK平和アーカ
　イブス 
　ヒロシマ   希望
　の絵

6：00
●あなたもこれ
　から山ガール 

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

26 27 28 29 30 31 9/1
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

吉賀野外音楽フェ
スティバル2018 
ダイジェスト 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  8月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　8月号

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス  8月号 

6：30 
●釣り天国！石
　見 8月号

6：00
●石正美術館　 
　展覧会のご案内 
6：30 
●どこ行く？れき
　はく 8月号

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 8月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

再

再

再

番組のお知らせ ケーブルセンター窓口受付時間

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

再

再 再

再

再

再再

再

字

字

字

字

字

字

字

字

再

再

再

再

再

字

2018 サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送        …再放送　　…特別番組 
　 …ニュースサンネットは隔時間字幕表示放送　※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

再 特

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

888 字

夏のイベントを生中継でお送りします！

■8/12（日）放送時間未定 
　吉賀野外音楽フェスティバル2018

■8/15（水）19：50～21：10
　にちはら鮎まつり 花火大会

■8/14（火）19：50～21：10
　吉賀町ふるさと夏祭り 花火大会


